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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

小児がん拠点病院を軸とした小児がん医療提供体制のあり方に関する研究 

 

分担研究報告書 

 

「分担課題名 セラピードッグ導入」 

研究分担者 井上雅美 大阪府立母子保健総合医療センター血液・腫瘍科 主任部長 

 

研究要旨  

セラピードッグは長期入院中の患者、終末期など困難な状況にある患者に寄り添い、

癒やしを与える取り組みとして、欧米の多数の施設で採用されているが、わが国におい

ては、まだ限られた施設のみで取り組まれている状況で、今後の発展が期待される。研

究分担者らは、所属施設においてセラピードッグについて勉強会から開始し、試験的導

入を行ったので報告する。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

 小児がん医療においてセラピードッグを

導入し、その意義を明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

 大阪府立母子保健総合医療センターで活

動している Quality of Life Support Team 

(QST)は多職種メンバーで構成されており、

小児がん診療における緩和ケアを充実させ

るべく取り組んでいる。この QST がセラピ

ードッグ本格的導入に向けて、セラピード

ッグを育成している NPO 法人日本レスキュ

ー協会の協力を得て、勉強会、試験的導入

（訪問）を行った。複数回の訪問のうち、

2016 年 12 月 22 日の訪問について、入院中

の子ども、家族を対象にアンケート調査を

行った。 

 

Ｃ．研究結果 

 2016 年 12 月 22 日のセラピードッグ訪問

についてのアンケート調査の結果は以下の

通りである。 

 

1. 個別訪問 

① 対象 小児循環器病棟長期入院中の

学童 

② アンケート結果 

・ワンちゃんと会ってみて⇒うれし

かった かわいい 

・ワンちゃんにまた会いたいか⇒は

い 

・自由記載⇒何度も来てほしい 
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③ 子どもの反応 

ほとんど笑わなかった子どもがセラ

ピードッグのことを話すと笑顔がみ

られる 

訪問後、健康状態の変化はなかった 

④ 課題 

子どものトータルケアにおける位置

づけが明確になるとよい 

 

2. 病棟外会議室での触れ合い 

① 対象 血液・腫瘍科病棟入院中の子

ども 6 名とその家族（※他病棟にも

案内したが病棟クリスマス会と重複

していたため、参加なし） 

② アンケート結果 6名中 4名回収 

・ワンちゃんと会ってみて⇒うれ

しかった3名 こわかった1名 大

きかった 1名 かわいい 3名 

・ワンちゃんにまた会いたいか⇒

はい 4 名 いいえ 0 名 わからな

い 0名 

・自由記載 

 みおん（中型犬）にまた会いたい

です。 

 母子センターの宣伝になる 

 ワンちゃんが病院に常駐して、

いつでも会えるようにしてほしい

です。 

③ 子どもの反応 

犬を怖がるこどももいたが、少しず

つ触れることができていた。 

子どもが喜ぶ様子をみて、親が喜ん

でおり、親の緊張感もほぐれていた。 

④ 課題 

会場が狭く、待機場所としていたス

ペースも使用した。 

 

3. 病棟訪問 

① 対象 小児内科系病棟入院中の子

ども 

事前申込 5名中 4名参加（年齢：2

歳，5歳，7歳，9歳） 

当日参加 3 名（内訳：重症心身障

害児 2名、入院当日の 13歳） 

② アンケート結果 7名中 6名回収 

・ワンちゃんと会ってみて⇒うれ

しかった4名 こわかった0名 大

きかった 0名 かわいい 4名 

・ワンちゃんにまた会いたいか⇒

はい 5 名 いいえ 0 名 わからな

い 1名 

・自由記載 

娘はワンちゃんとふれあえる

のをとても楽しみにしていまし

た。たくさんの人がいて少し緊張

していたようですが、とてもうれ

しかったようです。貴重な機会を

いただきありがとうございまし

た。プレゼントもたくさん頂き喜

んでいました。 

動物を飼いたくても毛やお世

話などいろいろ気になることが

あって踏み切れないでいます。こ

んな風に安心して動物に接する

ことができ、こわごわではなく存

分に可愛さを満喫できて嬉しか
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ったです。今日の入院でよかっ

た！とてもステキなクリスマス

プレゼントでした。ありがとうご

ざいました。 

フリスビーを投げてワンちゃ

んに取ってほしかった。 

③ 子どもの反応 

訪問時は楽しそうにしていた。 

訪問後、健康状態の変化はなかった 

④ 課題 

重症心身障害児の親からふれあい

の申出があり、主治医に許可を得、

同室児にはカーテンでしきりをし

て小型犬が対応した。ニーズはある

が対応の工夫が必要である。 

⑤ その他 

保育士が中心となってふれあい後

の手洗い、衣類についた毛の除去な

ど対応してくれた。受け入れ病棟師

長、スタッフの協力が不可欠である。 

 

Ｄ．考察 

 セラピードッグ導入は、小児がん治療な

どのため長期入院をしている子どもや家族

に癒しの時間となった。また、犬と触れ合

う機会のない重症心身障害児の子どもや家

族にも良い影響を及ぼす可能性が高いと考

えられた。 

 

Ｅ．結論 

 平成 29年度の本格的導入（定期訪問）を

目指す。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 とくに問題になるような事象を認めなか

った。 

 

Ｇ．研究発表 

 １．論文発表 該当なし。 

 ２．学会発表 該当なし。 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む。） 

 該当なし。
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